
○９月24日(火)に、総務省東北総合通信局情報通信部 総務事務官
大本修平氏を講師に招聘し、情報モラル教育の一環として、ｅネッ
ト安心・安全講座「インターネットの安心安全な使い方」を実施し
ました。 

〇講座では「ネット依存・ゲーム依存」「ネットいじめ」「誘い出
しし・なりすまし」「個人情報の漏えい」等について、わかりやす
く、やさしく丁寧にお話いただき、内容によってはより自分事とし
て捉えることできるよう動画も交えながら時間いっぱいお話しいた
だきました。

〇最後に「交通安全に気を付けることと同様に、ネットでも気を付
ける必要があるということ。自分の身は自分で守る、自分で気を付
ける。」という言葉を伝えていただきました。

令和６年度 二戸市立金田一中学校 情報モラルや社会のルールを守る生徒の育成

情報モラル講演会の実施

〇このような犯罪の加害者や被害者にならないよう気をつけよう

と思った。

〇ＳＮＳトラブルに巻き込まれないように、ルールを決めて安全

に使用していきたい。

〇軽い気持ちで投稿したものが犯罪になってしまうから、追加方

に気をつけなければならないことを学びました。

〇ちょっとしたことで大きな事になることが分かったので、気を

つけて生活していきたい。

〇他人事として考えないで、身近に潜んでいる危険として毎日気

をつけながら使いたいと思った。

〇ネットの使い方に気をつけようと思った。

〇今はまだ、炎上や叩かれたりはしていないけど、これからはも

っと気をつけてネットを利用したいと思った。

□生徒の感想等から（抜粋）
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